
中部日本航空連盟所属 

萩原式Ｈ－２３Ｃ型ＪＡ２０５２ 

に関する航空事故報告書

昭和５１年１０月２１日

航空事故調査委員会（空委調第１６１号）

委員長　岡田 實
委員　山口真弘
委員　諏訪勝義
委員　上山忠夫
委員　八田桂三

１　航空事故調査の経過

１．１　航空事故の概要

昭和５１年８月１４日中部日本航空連盟所属萩原式Ｈ－２３Ｃ型ＪＡ２０５２は、岡崎市八帖 

町矢作川河川敷内岡崎滑空場からウインチえい航により上昇中、高度４０～５０メートルでえ 

い航索が切断し、右旋回して出発点に帰投し着陸の際、右翼端から接地し航空機は中破したが、 

とう乗者２名には異常はなかった。

１．２　航空事故調査の概要

昭和５１年８月１５日　現場調査

１．３　原因関係者からの意見聴取

昭和５１年１０月１９日　意見聴取



２　認定した事実

２．１　飛行の経過

中部日本航空連盟愛知支部岡崎飛行クラブはクラブ員の操縦訓練のため、ウインチえい航に 

よる飛行を０７時３０分から開始した。

当該機は、２９回まで順調に飛行していたが、３０回目に索切れが生じたので索を修理点検 

した。

当該飛行はその後の６回目で、練習生と操縦教員が乗組み１６時３０分南に向って離陸した。

当該機は、正常にえい航上昇及び加速が行われたが、出発点から距離約２００メートル、高 

度４０～５０メートルでえい航索が切断した。

練習生は直ちに機首を押さえ速度を点検してえい航索を離脱したところで、操縦教員が操縦 

を交替した。操縦教員は速度７５キロメートル／時を保持して直進した後１８０度右旋回を行 

ったが、沈下率が大きく、高度が１０メートル位となったのでさらに右旋回を始めたが回りき  

れず、滑走路方位に対し約４５度の進入角で、滑走路西側の石積みの堤に右翼が接触した。

当該機は、滑走路上に接地した後、右に９０度グランドループして堤防の草地で停止した。

２．２　人の死亡、行方不明及び負傷

死傷
とう乗者

乗組員 その他
その他

死亡　０　－　０　

重傷　０　－　０　

軽傷　０　－　０　

なし　２　－　

２．３　航空機の損壊の程度

中破

２．４　航空機以外の物件の損壊

なし



２．５　乗組員に関する情報

練習生　昭和２６年１２月１２日生

資格　操縦練習許可書　名第２５号

昭和５１年５月１４日取得

飛行回数　１０８回

操縦教員　昭和２年１０月２９日生

資格　自家用操縦士（滑空機）上級２１８３号

昭和４２年１月１４日取得

教育証明３２５号

昭和４６年７月８日取得

飛行回数　５，０００回

２．６　航空機に関する情報

型式　萩原式Ｈ－２３Ｃ－２型

製造年月日　昭和３８年３月１日

製造番号　６３

耐空証明書番号　第５１－９－３号

有効期間　昭和５１年４月１０日から昭和５２年４月９日まで

総飛行時間　８０７時間３２分

飛行回数　９，１９７回

前回検査後の総飛行時間　５６時間

前回検査後の総飛行回数　５６７回

２．７　気象に関する情報

操縦教員の口述によると、事故当時は、晴時々曇で南西の風３メートル／秒であった。

２．８　航空機及び部品の損壊に関する情報

右翼端の一部離脱

右翼取付部から離脱

機首部、主そり及び胴体下部の鋼管数ヶ所破損



３　事実を認定した理由

３．１　解析

操縦教員の口述及び機体の調査から、機体は事故発生まで正常であったものと認められる。

当日、えい航に使用された索は直径４．８ミリメートル（７×７本撚）の鋼線で、機体側から 

５６０メートル付近の継なぎ目で切断しており、継なぎ目の摩耗によるものと推定される。

えい航索の点検は、飛行前及びほぼ１５回飛行毎に実施しており、当該飛行は３０回目の飛 

行時の索切れに対する修理点検した後の６回目で、切断箇所は当該修理箇所以外であり索の点 

検は不十分であったものと認められる。

滑空場は全長１，５００メートルの河川敷にあり、そのうち着陸帯として１，０００メートルが 

整地されている。当該機が高度４０～５０メートルでえい航索が切断した時は、ほぼ２００メ 

ートル進んだ付近で未だ８００メートルの着陸帯があり、直進して離陸するだけの余裕はあっ 

たものと認められる。

当該機は、えい航索が切断した後出発地点に戻るため右旋回を行ったが、沈下率が大きく最 

終旋回を正常に行っていては着陸帯に到達できなくなったため、バンクを浅くしながら左外滑 

りのまゝ滑走路に到達したものと認められる。

当該機は、完全に回りきれず４５度の進入角度で外滑りのまゝで接地したため、接地後右に 

回されグランドループに入ったものと認められる。

４　結論

（１）　ＪＡ２０５２は、適法な耐空証明を有し、かつ整備されていた。

（２）　乗組員は何れも適法な資格を有していた。

（３）　ＪＡ２０５２は、ウインチえい航中高度４０～５０メートルでえい航索が切断した。

（４）　えい航索の切断は、継なぎ目の摩耗によるものと推定される。

（５）　えい航索の点検は行われていたが、不十分であった。

（６）　えい航索切断後は直進すべきところを、出発地点に戾るため旋回したが回りきれず、滑走 

路方位に対し約４５度で接地した後グランドループを起した。



原因

本事故は、操縦教員がえい航索切断後直進すべきところを、出発地点へ戾るための旋回を行 

ったが回りきれず、接地後グランドループを起したもので、えい航索の切断は、継なぎ目の摩 

耗によるものと推定される。


